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22:15 頃 現時点の状況を TMAT 理事長に報告。先遣隊派遣を視野に準備を開

始。 

 

22:30頃 東京本部内に TMAT 緊急災害対策本部設置 

 

23:00頃 徳洲会グループ九州ブロック関連施設の被害状況確認。大きな問題は

無し。 

 

23:15頃 福岡徳洲会病院より TMAT 先遣隊として 6 名の派遣を決定。 

     メンバーは以下の通り。 

 

坂元孝光 医師/隊長 福岡徳洲会病院 

鈴木裕之 医師   福岡徳洲会病院 

赤星秀明 看護師    福岡徳洲会病院 

中村祐哉 看護師    福岡徳洲会病院 

前川志保 看護師    福岡徳洲会病院 

與田賢作 薬剤師    福岡徳洲会病院 

 

23:30頃 福岡徳洲会病院救急車により熊本県に向けて出発  

4月 14日 21:26頃、熊本県熊本地方を

震源とする M6.4・最大震度 7の地震が

発生。 

 

4月 14日 

21:35頃 TMAT事務局で情報収集活動

が開始される。 

 

21:40頃 熊本県益城町で震度 7強との

報道。 

 

 



4月 15日  

0:15 頃 先遣隊は救急車両にて福岡県より九州自動車道を南下し、現在八女イ

ンターを通過。高速道路は通行可能で、緊急車両が多数通行している

とのこと。 

被害の甚大である益城町役場には DMATが参集しており、安否確認等 

を実施いている模様。TMAT先遣隊も益城町を目指す予定。 

 

0:30 頃 先遣隊の 6 名は九州自動車道で福岡より南下中だが、熊本県の南関イ

ンター以南について通行止めになっているため、同インターより一般

道で益城町へ向かうことになった。 

南関インターから益城町までは一般道で約 1時間 30分程度かかる模様。 

 

2:00 頃 福岡より出発した先遣隊 6 名は、午前 2 時頃被害が甚大である熊本県

益城町に到着した。 

町は停電をしている模様で街頭が消えており、避難をする住民が外に 

出ている光景が見られるとのこと。また、ガラスが割れた住宅等が複

数みられるが、倒壊したような建物は現在のところ多くは見られない。 

 

現在益城町役場および DMAT チームからの情報収集を開始している。 

 

2:15頃 益城町役場対策本部に到着した先遣隊は、情報収集を行った。 

益城町役場には多くの住民が毛布に包んで避難している状況。 

対策本部及び DMAT チームからの依頼により、連絡の取れない病院の 

状況調査に向かうことになった。 

状況調査に向かう病院は下記の病院です。 

 

希望ヶ丘病院（精神科病院） 

〒861-3131 熊本県上益城郡御船町豊秋 1540 

 

なお、携帯電話は問題なく通信が可能である。 

 

3:00 頃 益城町災害対策本部からの依頼で、連絡との取れない病院への調査を

依頼された TMAT 先遣隊は、目的の病院である希望ヶ丘病院に 2：45

頃到着した。 

この病院は精神科病院で、入院患者全員の無事が確認された。一部の 

患者が屋外に避難していたため、気温が低下しており低体温症を避け 

るため屋内への誘導を行った。 

病院関係者に TMAT チームおよび災害対策本部の連絡先を伝え、益城 

町役場対策本部へ戻ることとなった。 

 



4:00 頃 先遣隊は希望ヶ丘病院での状況調査を終え、対策本部へ戻る途中消防

隊と情報交換を行った。 

益城町役場近くにある「益城中央病院」が少ない医療スタッフで対応 

しているとの情報を得たため、状況確認に向かった。 

同院は透析を主に行っている病院で、現状混乱はなかった。しかし、 

ライフラインの停止で明日以降の透析が困難なため、対策本部へ報告 

し透析可能施設への転院調整を行うこととなった。 

 

益城町役場対策本部へは九州地区から招集がかかったDMATチームが 

続々と参集をしている模様。 

 

4:10 頃 熊本県内で死者 4 名、負傷者 400 人以上、避難者 1 万 8000 人以上と

報道。 

 

4:30 頃 近隣病院の状況調査を終えて益城町役場対策本部に戻った先遣隊は、

対策本部からの依頼により建物に挟まれて負傷している患者の搬送の

ため、避難所となっている「益城町体育館」に向かった。 

なお、坂元医師、赤星看護師は対策本部へ残り情報収集を行う予定。 

 

益城町役場には九州地域熊本県外の DMAT チームが参集しており、待 

機している状況とのこと。 

 

5:00 頃 患者搬送のため益城町総合体育館に向かった先遣隊は、自宅で倒壊し

た瓦とコンクリートに挟まれていた患者の搬送を行った。 

患者は一旦、益城町役場対策本部に搬送し、その後救急隊に引き継ぎ 

熊本日本赤十字病院に搬送された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

益城町役場に集まる住民と支援者 益城町役場屋外に設置された対策本部 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

事務局担当 

野口 幸洋 （NPO法人 TMAT / 一般社団法人徳洲会東京本部） 

 

（文責 事務局 野口 幸洋) 

倒壊した民家 

  

益城町内の病院の状況を調査する先遣隊 

 

負傷者を搬送する TMATチーム 

 


